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対象 難鮭体 プログアム 件数
小学生低学年 学校 総制力な学習 3 
小学生低学年 学校 教科学習 2 
小学生前学年 学校 総制力な学習 12 
小学生前学年 学校 教科学習 4 
中学生 学校 総合的な学習 10 
中学生 学校 教科学習 1 
高校生 学校 総倒告な学習 7 
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